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要           
現 ，高度成長時 に大量に作られた高速 路の橋 を大規模 する時 となった．合成桁橋の では，

した床 のみを撤去し， 全な鋼桁は 用する．しかしながら，鋼桁と C床 は に配置されたスタッ

ドで 合され おり， 離することが ではない． 間の をするた には，これらを速 かに

離する方 が 要とされ いる． 

は， dr -  工 （ dr   d m  h  r  h  d k ） を 発した．本技術は，

一 で， を させながら，鋼桁と C床 の 合 を ータージ ッ に り，鋼桁上のずれ

（スタッド）を 5 m 程度 出させる． では， 出させたスタッドに鋼製補強材を装 する．これによ

っ ，鋼桁と C床 を 離させながら，合成桁橋とし の性能を できる． 

 
ー ード  大規模   合成桁橋  ータージ ッ   ずれ （スタッド）  鋼製補強材 

 
１ に 

ン ー 床 と鋼桁からなる合成桁橋は， 性

と合理性により1950 から60 に く 設され

おり， では 1964 の ン ッ ，大阪では 19 0
の を 機に， 高速 路 が される

中で数 く採用された． 設後50 を ， 上の

量の な によっ 床 の が しくなり，床

工 が数 く され いる． 

 
合成桁橋 の C 床 の り は， に の

床 を切断 撤去し，後から鋼桁上 の床 を 力 り

に 撤去するが， とずれ （スタッド）が に

配置され いるた ，現 では 時間に 設鋼桁と C
床 を 離できず，このことが床 工 における

スになっ おり，騒音 動 じんな

荷も大きい．  

1. 業本  ー   2. 業本  技術  設  ン ー  
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図－１ 工法と新工法の 法の比較 
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技術の  
 本工 は，図－ に示すよ に， 供用下の床 下

面より，鋼桁と C床 の 合 を で り，鋼桁上の

ずれ （スタッド）を全線に っ 5 m程度 出させ，

出させたスタッドに鋼製補強材を装 し，合成桁とし

の性能を な ことなく 供用を させることを

特 とし いる． 発技術の施工 を図－ に示す． 

供用下におい 鋼桁と床 の 合 のハンチ ン

ー を で除去する． 

ン ー が除去された桁と床 の隙間に鋼製補強

材と タ による仮補強を設置する． 

後に仮補強を撤去し ，床 を橋軸 方向

に切断し，床 を撤去する にプラズマ切断機により

スタッドを切断する． 

 

ハンチコンクリート の 性 
本工 は，橋面を一 に供用しながら作業可能な

ことが特 であるが，鋼桁と C 床 の 合 のハンチ

ン ー を で除去した合成桁（ 下，不完全合

成桁とい ）は，合成 が不完全となることが さ

れるた ， の な影響を 3 性 E で

検 した． の 果，不完全合成桁は， 量の い

高速 動 を としたB 荷重作用時に，鋼桁と床

のずれ 形に するせん断力によりスタッドに降伏

力の3 4倍程度の 力が発生するものの，鋼桁，

C 床 に い は 力が する程度であり

力度は 足した．スタッドを 降伏させなけれ

合 ハンチ ン ー 除去時の 全性を確 でき

ると 断した． こで 合 ハンチ ン ー の除去

により 出したスタッドの 補強方 （仮補強）を

発することとした． 

 

 

 

 

図－  技術の施工  
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ＷＪ た ハンチコンクリートの  

技術の  

橋軸方向と橋軸 方向への 動を制 できる

り装置と 削 装置の技術 組合せにより， 動

き 装置（写真－１ ）を 発した．鋼桁と C
床 の 離作業は 下の の S E に け 施工する

（図－ ）． 

S E -1 橋軸方向（水 ）に 装置を 動させ 合

ハンチ ン ー 面を り， 近のスタ

ッドを 出させ スタッド配置を確認する． 

S E -2 装置をスタッド間で させながら

ズ を 入し，鋼桁上を高さ5 m程度で す

るまで切削する（写真－ ）． 

S E -3 ズ を 型（ は 型）に し，スタッ

ド前後に残った ン ー を切削する． 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型 の  

床 工 では主に り足場を使用するが， 施

工にあたり，足場床面，特に りチ ーン りの 水

が であった． こで，防水機能と 水検 機能を

た り足場 を 発した（写真－ ）．主な特 を

下に示す． 
スフ （A ）防水 ー を り足場床面に き

ることで，高い防水，防音機能を する． 
りチ ーンと り足場床面の に， 動性，

性のある ンを し， 動に強い 水機能を

する． 
りチ ーン と防水 ー 下面に 水検 ン を

配置し， 水の 発 ， 水 の特 が可能な

タ ン 機能を する． 
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仮補強（ 補強 と タ ）の  

6.1 性能 

仮補強は， スタッドが降伏荷重の 倍程度の水 荷

重（せん断力）に し も 性 の 形性能（せん断

性）を できること， な場 での施工性（設

置撤去）が確 できること， 鋼桁に削 の ージ

を ない補強方 であること を要 性能とした． 

 

6.2 補強 の  

仮補強（写真－ ）は，鋼製補強材とスタッドの 隙

を る特 タ で 成される．仮補強は図－ に

示すよ に，4本1 または4本2 のスタッドの最 ス

タッドを鋼材で囲み，鋼材とスタッドの隙間および鋼材

と床 の隙間に タ を し ， 荷重作用時の鋼

桁と床 のずれ 形を抑制する とした．さらに，鋼

桁の上フランジを ー ーハン する 材を鋼製補強材

に設け支 を けることで，スタッドが

するせん断力 を っ いる．また，鋼製補強材は

ースで 成（図－ ）され おり，組 体が

な とし いる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.3 補強 の性能 

鋼製補強材の 本性能（ 要 形性能を できる最

大荷重）は要 試験（図－７）により確認した．試験

果（図－８）に示すよ に， 出したスタッドに仮補強

を設置することで，スタッド無補強時の降伏水 荷重の

約3.5倍 2本 かみの場合 から約4倍 1本 かみの

場合 まで（全スタッドの下 が降伏するまで），スタッ

ド無補強時の 性挙動と の 形性能を できるこ

とが した． 
 

6.4 タ の性能 

鋼製補強材とスタッドの 隙を る特 タ は，

可 性を する高強度無収 タ とし，鋼製補強材

前面から 入することで，鋼製補強材内 と ン ー

床 との隙間を まで （写真－ ）でき，作業

の （ 15時間程度）には40N/mm2の強度を発現する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－  仮補強の  
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図－７ 試験 
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6.5 大型供試体試験による仮補強の性能確認 

不完全合成桁における仮補強の効果は，図－９に示す

実物大規模の大型供試体の載荷試験で確認した．試験ケ

ースは，ハンチ除去前（CASE1；合成桁），ハンチ除去

後仮補強時（CASE2），ハンチ除去後無補強時（CASE3；
不完全合成桁）とし，CASE2 およびCASE3 における最

大荷重は，無補強時のスタッド降伏荷重の4.5倍（900kN）
とした．また，CASE2における仮補強総耐力が，CASE3
の最大荷重時にスタッドに生じるせん断力の総和を上回

る様に仮補強の組数を配置した．図－１０に支間中央に

おける鋼桁フランジの荷重-ひずみ関係を示す．仮補強の

設置により，上フランジのひずみが特に抑制されるとと

もに合成桁（CASE1）に近い挙動を検証できた． 

 
７. 露出したスタッドの迅速な切断技術 

スタッドの切断は，予熱作業が不要なプラズマ切断機

を採用した．鋼製補強材を撤去した隙間（約55mm）で

施工可能な切先装置（写真－７）を用い，スタッドの切

断残長5mm程度，切断後の桁温度40℃，切断時間20秒/
本程度（表－１）で，鋼桁への影響が軽微であることを

確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. 試験施工による検証 

阪神高速14号松原線，阿倍野管理用入路，3主桁，施

工延長10m（径間長22m）で試験施工を実施し，本技術

の実橋での実現性を確認した． 
8.1 ＷＪによるハンチコンクリートの切削 

切削量1.5～2.0m/日程度（橋軸方向出来形），切削幅は

50～60mmの範囲を遵守でき，残渣を残さず切削できた．

使用水量は 4m3/日程度（0.5m3/hr）で，排水装置が機能

し，使用水量の80％を装置内で回収できた．一方で残り

の排水は，床面に落水したが，防水足場の効果により，

足場下に一切落水することなく回収できた．なお、切削

による騒音は，発生源からの離隔距離13ｍで規制値85dB
であった． 
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図－１０ 大型供試体載荷試験結果

表－１ スタッド切断工法の比較 

プラズマ切断（新型） プラズマ切断（通常） 

ガス溶断 レシプロソー

通常型プラズマトーチ 細型（新型）プラズマトーチ

30～40mm 15mm程度

荷重

ｋN

1 前 50

2 00

3 無 00

補

強

ン の試験

ース

スタッド降伏荷重の4.5倍の荷重

写真－７ プラズマトーチの比較 

写真－８ スタッド切断・仕上げ状況の比較 
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8.2 仮補強の ・  

仮補強は 設 物な の影響により， の 置に配

置できない場合があった．これらが 上 とならな

いよ ，配置 置に 度を たせる設 を った．特

タ は 実な 性と の強度発現（ 15時間

4 .3N/mm2）を確認した．仮補強の設置作業は 15 /
，撤去は 10 / ，さらにスタッド りの補強 タ

の除去は5 / 程度と く， 発 の工程

が ることを確認した． 
 
8.3 載荷試験による性能確認 

仮補強は， により，全スタッド の約50 に

用し， 重量20 の ンプによる載荷試験（ 前，

施工後，仮補強後）を実施した．これによっ ，仮

補強後におい 前の合成桁への回 効果，スタッド

フランジの 力の 効果を検証し， 度のあ

る配置 の 性を確認した． 

 

９ に 

ハンチ ン ー 除去後，仮補強後のスタッドが降

伏荷重の4倍程度まで 性挙動することを した．さ

らに仮補強の 様を し， の 性能を検証し

たことで，本技術の実現可能性が確認できた．また

を用いた鋼桁と C 床 を 離する施工技術を ，要

技術の 発と実橋試験施工を い，実用可能性を検証

した． 後， 供用下での実証実験を実施し，本技術

の実用 に向け ，さらなる検 を る予 である． 

本 は，床 撤去までの工 に い の であり，

床 撤去の検証 果に い は， に させ い

た く予 である． 

 
本工 は，阪神高速 路 が する

ケー ン型 に， 一 ッター 業

と に し 発した技術である．本工 の

発に し 力いた いた関係 に を します． 
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